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私たちの要求を実現するには、
組織拡大しかない！

各地本で続々加入中！

仲間を募り、交渉力を高めるためにも
ＪＲ東労組への結集を呼びかけよう！

本部大会以降

２２名加入！

盛岡　　３名
秋田　　２名
仙台　　４名
バス東北１名

大宮　　３名
千葉　　３名
東京　　１名
バス関東５名

年末手当のたたかいから
２４春闘へ決起しよう！

　ステーションサービス協議会は、年末手当3.5 ヶ月分と人材の確保・定着の実現と要員不足の解消をめざす特別手当

一律5万円を求め団体交渉を行ってきました。そして、11月15日、第2回団体交渉を行い、会社から「基本給月額の2.70

ヶ月分」の回答を受けました。

　夏季手当交渉では全く納得できる回答ではなく、初めて再申し入れのたたかいを行い、組合員・社員の声を会社に訴

えてきました。このような悔しさをばねにして、年末手当交渉をつくり上げてきました。

　交渉では要員不足の中での労働実態や物価上昇の中での生活実態などを訴えてきました。特に、若手社員の離職が続

き人材の定着への危機感を強く持つため、会社に対し職場現実を訴え人材が定着する会社をつくり出すために要求満額

回答を訴えてきました。会社から「一定の退職者はいる。少しでも長く働いていただきたい」「人材確保について課題と

して認識している」との認識が示され、人材の確保・定着は今後の課題であることを確認しました。そして、「2.70 ヶ月」

との回答は過去最高の支給月数であり、夏季手当交渉時からの継続したたたかいによって勝ち取ることが出来ました。

　私たちの要求には届かなかったものの過去最高の支給月数回答であることを受け止め、協議会での議論を経て妥結の

判断をしました。

　ＪＲバス東北本部は、申3号「2023年度年末手当に関する申し入れ」を全分会

でたたかってきました。

　交渉では、人流やインバウンドのお客さまが戻ってきた中、2年連続の黒字経

営が期待されること、要員不足の解消に見通しが立たない中での休日出勤でコロ

ナ前よりも疲弊感が増していること、23春闘でベアが実施されたものの、物価上

昇に追い付かず家族にも負担を強いていることを訴えました。特に、コロナ禍で

期末手当の支給率を抑制したことが多くの退職者を出すきっかけとなったことを

指摘し、人材の確保・定着のためにも「2.45 ヶ月」

に早く戻すべきであること、年収減や厳しい要員状況

の中でも耐え続け、経営を支えてきた組合員・社員の

苦労に報い、この会社にいて良かったと思えるよう、

そして将来に希望を持てる明るい職場にするために満

額回答を強く求めました。

　交渉の終盤ではＪＲ本体で低額回答が出されたこと

に対する危機感を高め、全分会の掲示板で問題意識を

発信するなど連帯してたたかい、11月16日、満額回答

を引き出すことができました。

　今後もバス東北本部緊急提言を実践し、明るく魅力

ある職場をつくり上げるため、たたかいます。

【バス社員】
基準内賃金×2.45倍+3万円
【契約社員】
基本日額×

23日×2.00倍+3万円
妥結！

バス
東北本部

基本給月額 2.70ヶ月
過去最高の月数で妥結！ 【支給日（予定）】 12月1日

席上妥結せず
 持ち帰り！

バス
関東本部

　ＪＲバス関東本部は、年末手当3.2 ヶ月を求めてたたかってきま

した。要員不足の中、組合員・社員はゴールデンウィーク輸送や夏

季輸送を圧縮行路や休日出勤で乗り切ってきました。そして生活実

感・労働実感のアンケート結果をもとに団体交渉に臨み、特にコロ

ナを脱して私たちの努力で8月には単月黒字を達成し、今年度とし

ても3年5 ヶ月ぶりの黒字の見通しとなったことに対し、満額獲得

を求める声が高まっていることを強く訴えました。

　しかし11月17日の交渉では、【バス社員】基準内賃金の2.0 ヶ月、

【契約社員Ａ】基本給及び都市手当ならびに扶養手当それぞれの月

額を1.55倍した額が示され、私たちの認識

とは大きく乖離した回答が示されました。

納得のいかない回答に席上妥結せずに回答

を持ち帰り、今後のたたかいを検討してい

ます（11月20日12:00現在）。

　回答後の緊急アンケートでは3日間で100

件を超える声が集約され、その80％以上が

「不満」との意見です。組合員の切実な声

を会社に訴え、今後の24春闘に向けてさら

に団結力を高めていきます。

 

「昨年度よりはマシな方」「 項の特別手当に対する

回答なく プラス額回答がないのは残念」との意見は

あるが．．．「過去最高だ！」との意見が出される

 
 
 
 

東労組お問い合わせフォームはこちら！
ステーションサービス協議会に対する質問

や意見や春闘に関する意見はこちらまで
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スステテーーシショョンンササーービビスス

LLIINNEE
  

・様々な取り組みを進めてきた社員の皆さんの労に報いる 

・駅業務の受託箇所数は大幅に拡大するとともに新しい領域の業務にも裾野を広げ 

大きな成長を遂げることができた。社員の皆さんのこれまでのご尽力に心より感謝申し上げる 

・物価上昇を含めた社会情勢などを総合的に勘案した 

会社の回答書（一部抜粋） 

組合員からの意見

２２項項のの「「人人材材のの確確保保・・定定着着のの実実現現とと要要員員不不足足のの解解消消ををめめざざすす特特別別手手当当」」はは、、支支給給月月数数にに含含ままれれ

るるととのの会会社社回回答答ででししたた。。課課題題のの一一つつはは、、組組合合員員・・社社員員のの月月額額賃賃金金がが低低いいここととでですす。。そそのの解解消消のの

たためめにに、、賃賃金金制制度度のの改改善善やや基基本本給給月月額額ののベベーーススアアッッププをを強強くく求求めめてていいききまますす。。

少少人人数数のの意意見見ででははななくく、、数数多多くくのの声声をを会会社社にに届届けけ、、訴訴ええかかけけてていいくくたためめににもも、、ＪＪＲＲ東東労労組組へへ加加

入入ししままししょょうう！！

支給日（予定）： 年 月１日（金）

今後の課題として

平均年齢 歳 平均支給額 円

特別手当の回答がなく求め続けたが実現に至らず。

今後の課題であることを最後まで訴える！

基本給月額

箇月分

ステーションサービス協議会

ジェイアールバス東北本部
第９号 2023年11月16日

〒983-0852 仙台市宮城野区榴岡1-4-3 JR東労組仙台地方本部内
NTT:022-297-0155 JR:031-3981~3983
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申3号「2023年度年末手当に関する申し入れ」

妥結!

【支給日】2023年12月４日（月）以降、準備でき次第

2.45倍＋３万円

基準内賃金×

２３日×2.00倍＋3万円

基本日額×

【バス社員】

【契約社員】

バス東北本部緊急提言を実践し、
明るく魅力ある職場をつくり上げよう！

【支給日】 12月4日以降、準備でき次第

申 号 年度年末手当等に関する申し入れ
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ＪＲ東労組ホームページＪＲ東労組バス関東本部

第 号

発行日

基基準準内内賃賃金金

月月額額 ヵヵ月月

支支給給日日

2023年度年末手当等2023年度年末手当等

◆ベースアップの実施は社会的責務

　厚生労働省によると、2023年9月の実質賃金は前年同月比18 ヶ月連続で低下と

なりました。特に食料品が前年同月比約9％の値上げ（9月分の消費者物価指数よ

り）となっており、物価上昇に賃金上昇が全く追い付かない状況です。

　そのような中、24春闘の経営側の指針となる「経労委報告」の原案では、「今

年以上の意気込みと決意を持って賃上げの積極的な検討を実施」とされ、構造的

な賃上げへの貢献が「経団連、企業の社会的責務」と強調されるなど、賃上げの

機運が高まっています。

◆春闘は労使交渉で決めるもの

　一方で、11月15日、経団連や連合などが参加している政労使会議で、岸田首相

は「23年を超す賃上げを」と経団連に要請しています。その意味では賃上げ機運

が高まるかも知れませんが、首相の要請で賃上げが左右されるものではありませ

んし、あくまでも賃上げは、①世間相場、②会社の支払い能力、③労働組合の組

織力、の「春闘の3要素」に基づき、労使交渉で決めるものです。

　従って、賃上げムードに安心することなく、その裏に隠された狙いを見抜き、

春闘では基本給の底上げ＝ベースアップを求め、労使交渉でたたかうことが大切

です。

◆要求実現には組織拡大が必要！

　会社は年末手当の交渉で「多くは納得しているという受け止めだ」と回答しま

した。これには社員の8割を占める社友会の声が反映されたと考えられますが、Ｊ

Ｒ東労組のアンケート結果（約95％の人が「不満」と回答）とは大きく乖離して

います。職場では、社友会会員から年末手当の結果に多くの不満の声が出されて

おり、社友会は社員の声を正しく把握しているのか疑問です。この現状を打開す

るには、社友会ではなくＪＲ東労組に結集し、組織力を高めることが何よりも必

要です。ＪＲ東労組に加入すること自体が会社に対する意思表示となります。多

くの社友会会員にこの事実を広め、組織強化・拡大を通じて24春闘での賃上げを

実現するため、たたかい抜きましょう！


